
防災リーダー講座 
そ う だ あ な た が 防 災 リ ー ダ ー だ ！  

「あなたの大切な人」を 
災害から守るために
　2016年4月に発生した熊本地震。今年7月にも九州地方で豪雨が発 
生しました。首都圏でも、地震や大規模水害などの発生が危惧されて 
います。 
　今日にも起こるかもしれない自然災害に備えるため、日本損害保険 
協会では、大学生のあなたが地域防災リーダーとして活躍できるよう 
連続講座を実施いたします。 
　本講座では、災害発生時だけではなく、平時でも地域や地元での防 
災活動で活躍する人材を育成します。 

～受講者を募集しています～

◆日時・主な講座内容 
9/8  （金）災害情報の理解　　　酒井千佳 さん（NHK「おはよう日本」気象予報士）

9/15（金）災害図上訓練（DIG） 小村隆史 准教授（常葉大学社会環境学部）

9/22（金）首都圏の自然災害　　廣井悠 准教授（東京大学大学院工学系研究科）

　　　　　　  復興と経済再建　　　日本損害保険協会

9/29（金）防災リーダーの役割　重川希志依 教授（常葉大学社会環境学部） 

全４回（18：20～20：20）

★著名な専門家から直接指導を受けることができます。 
★ワークショップ・ディスカッションを通じ、楽しく学びを深め、仲間作りにもつながります。 
★災害から身を守る方法に加え、経済的な備えについても学ぶことができます。

◆会場    損保会館　4階会議室（東京都千代田区神田淡路町2-9）

　受付はメールにて承ります。日本損害保険協会 南関東支部(minami-kanto@sonpo.or.jp) 
まで、以下の項目を記入し、お早めにお申込みください。締切を過ぎた場合は、ご相談くだ 
さい。①氏名（ふりがな） ②所属（大学名）③電話番号

◆お申込み 定員：50名（先着順）　締切：8月10日（木）

※ご提供いただいた氏名などの個人情報は、本講座の運営のみに使用し、 
　この目的以外に利用しません。また、第三者に提供することはありません。 

受講無料

日本損害保険協会
一般社団法人

メール受付はこちら

修了証が 

もらえます

TOKYO in



講師プロフィール 

 　兵庫県生まれ。京都大学 工学部建築学科卒業。 
気象予報士の知識を活用した天気と防災について、 
災害情報の理解の仕方やその対策について講演を 
行っている。「あなたの街ではどのような変化が起 
こっているのか？」「自然災害から身を守るに 
は？」地域のデータを用いながら実践的な対策方法 
を解説する。 

　千葉県生まれ。国際基督教大学卒業。同大学院修 
士課程修了。大学教員としての教育・研究の傍ら、 
地域防災、防災ボランティア等々、防災・危機管理 
一般に広く携わる。災害図上訓練ＤＩＧの考案者。 
ＤＩＧとは、 大きな地図を囲み、災害時の対応策 
などを考える訓練のことで、Disaster（災害）・ 
Imagination（想像）・Game（ゲーム）の３つの 
頭文字。 

小村　隆史 准教授 

重川 希志依　教授 廣井 悠　准教授 
（東京大学大学院工学系研究科）

酒井 千佳さん 

　東京都生まれ。東京大学大学院工学系研究科都 
市工学専攻・博士課程を中退、同・特任助教、名 
古屋大学減災連携研究センター准教授を経て2016 
年4月より現職。 博士(工学)、専門は都市防災、都 
市計画、防災学、行動科学。都市の防災・火災・ 
避難・帰宅困難者対策に理論・実践ともに積極的 
に関わる。 

　東京都生まれ。東京理科大学卒業、（財）都市防 
災研究所入所、常葉大学環境防災学部助教授（2000 
年4月）、同教授（2003年4月）、2006年4月より同 
大学院環境防災研究科教授。専門は、防災法制度、 
防災行政論、環境防災コミュニティ論、防災まちづ 
くりゼミナール、災害エスノグラフィー論など。 

9/29 「防災リーダーの役割」
地域防災力の強化に求められる役割
と行動について学び、グループディ
スカッションを行います。

9/22 「首都圏の自然災害」

自然災害で被る危険や、避難を認識
し、災害への備えを学びます。

9/15 「災害図上訓練（DIG）」9/8 「災害情報の理解」

主催：日本損害保険協会　　　後援：東京都、千代田区

（ＮＨＫ 「おはよう日本」気象予報士） （常葉大学社会環境学部）

（常葉大学社会環境学部）

災害情報の種類･意味と求められる 
行動を学びます。

災害図上訓練を体験し、災害時の 
行動を学ぶグループワークです。

受講すると… 
全4回受講された方には、損保協会から「修了証」を授与いたします。

　　（1回からのご参加も大歓迎です。お気軽にご連絡ください。）
防災の知識とともにコミュニケーション力を培うことで就職活動での自己PRに役立ちます。
第1期生として、フォローアップ研修のほか、損保協会主催の防災イベント等に参加するこ 
とができます。


